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平成29年度予算
町のお金の使い道は
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一般質問は
６名の議員が登壇

P.4～

３月定例会
議員はココを聞きました！

議会
のこ
とを

コン
パク
トに
お知
らせ

平
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成29 年春号（３月定例会）

ク
イ
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de

ぎ
か

い「
議場にパソコン？　何に使うのでしょう？」こ

た
え

は
裏
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仮称） 花咲山  ボランティア活動

　
　
　
　　

まち
風景ナ
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　え

がお
ナビ「

卒業式　新たな旅立ち」
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横瀬町議会ホームページもあわせてご覧ください 横瀬町議会 検索
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（写真は、大好評の「ほっとハグくむ   ママサロン」）

（単位：億円　　
　　小数点２位以下 切捨）

平成29年度予算は「事業の選択と集中」　賛成多数で可決

子育て世代包括支  援センターを新設
 

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
中
で
、
外
部

専
門
家
招し

ょ
う
へ
い聘
委
託
料
の
使
途
は
。

 

総
務
省
が
設
定
し
て
い
る

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
登
録
者
に
、

よ
こ
ら
ぼ

の
２
年
目
を

支
え
て
も
ら
う
た
め
に
来
て
い

た
だ
く
委
託
料
で
す
。

 

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
管
理
は
。
ま
た
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
関
係
は
。

 

よ
こ
ら
ぼ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
町
の
管
理
と
な
る
の
で
、
リ

ン
ク
が
貼
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

 

借
地
購
入
と
借
地
料
に
対

す
る
考
え
方
、
土
地
購
入
希

望
者
へ
の
対
応
の
公
平
性
は
。

 

財
政
の
許
す
範
囲
で
借
地

の
購
入
と
同
じ
条
件
で
売
却

購
入
も
勧
め
て
お
り
、
予
算
要

求
で
優
先
順
位
が
決
定
さ
れ

公
平
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
報
償
品

に
対
す
る
町
の
考
え
方
は
。

 「
真
心
を
返
す
物
」と
考
え
、

地
元
産
品
を
充
て
て
お
り
、
地

域
経
済
活
性
化
に
役
立
つ
と
考

え
ま
す
。

 
広
域
水
道
に
対
す
る
出
資

金
の
計
画
時
に
お
け
る
位
置

づ
け
と
首
長
間
の
協
議
の
実

態
は
。

 

出
資
金
の
影
響
は
シ
ミ
ユ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
国
庫
補

助
に
対
す
る
出
資
債
は
統
合

後
の
協
議
で
あ
り
、
１
市
４
町

の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

 

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
費
負
担
金
に
つ
い
て
、
実

施
団
体
と
場
所
、
ど
ん
な
工

事
か
。

 

実
施
は
県
で
す
。
芦
ヶ

久
保
小
学
校
裏
の
特
別
警
戒

区
域
の
詳
細
設
計
委
託
料
で
、

２
１
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

 

ハ
イ
キ
ン
グ
道
等
整
備
工

事
は
、
今
年
度
予
算
で
は
修

繕
程
度
し
か
で
き
な
い
が
。

 

中
長
期
的
に
予
算
と
マ
ン

パ
ワ
ー
を
か
け
て
整
備
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

防
災
安
全
対
策
事
業
の
内

容
は
。

 

清
水
橋
修
繕
の
詳
細
設
計

と
、
芦
ヶ
久
保
橋
歩
道
整
備

を
行
い
ま
す
。

 

横
小
環
境
整
備
事
業
の
測

量
設
計
委
託
と
は
何
か
。

 

横
小
第
２
校
舎
の
耐
力
度

調
査
の
結
果
は
良
好
で
、
文

科
省
の
補
助
金
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
、
長
寿
命
化
の
改
修

で
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

 

本
庁
舎
施
設
設
備
と
照

明
改
修
工
事
の
内
容
は
。

 

本
庁
舎
内
の
照
明
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
）
の
工
事
を
５
年
計
画
で

行
っ
て
お
り
、
２
年
目
に
な
り

ま
す
。

 

特
産
物
等
開
発
事
業
費

補
助
金
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

 

特
産
物
の
開
発
を
応
援
す

る
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
の

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

消
防
団
の
無
線
機
購
入
の

内
容
は
。

 

簡
易
型
デ
ジ
タ
ル
無
線
機

で
出
力
は
５
Ｗ
で
す
。
本
部
10

台
、
各
分
団
に
５
台
配
備
し

ま
す
。

グリーンベルトが設置される町道４号線

３月定例会
[ 3/9・10・13・14 ]

よこらぼ…個人や団体、企業から事業を広く募集し、
　　　　  法的課題やコミュニティの問題解決のために
　　　　  横瀬町が連携するという取り組み。

31.3 億
33.1 億

34.6 億
36.0 億 36.6 億

34.0 億

平成24年度 平成26年度 平成28年度平成25年度 平成27 年度 平成29 年度

平成29年度一般会計予算は、
前年度比２億6700万円減の
34億円。地方創生実行の２年
目に当たる本年度は、多くの
事業を継続し、住民福祉の向
上や町の活性化を進めます。
重点施策は、労働対策事業の
各種補助金の利用促進、定
住促進・交流事業、子育て世
代包括支援センターの新設、
ほっとハグくむ ママサロンの
充実、こども医療費の支給対
象拡大、横小第２校舎の長寿
命化に向けた事業などです。

平成 29 年度予算に 関して、議員はココを聞きました（抜粋）

  歳 入  34億円  歳 出  34億円   歳 入  34億円  歳 出  34億円

依存
財源
55.5％

自主
財源
44.5％

その他 　　　5,941万円その他 　　　5,941万円
繰入金　　  8,843万円繰入金　　  8,843万円

繰越金　 1億4,800万円繰越金　 1億4,800万円

国庫支出金
　　　　 3億3,080万円
国庫支出金
　　　　 3億3,080万円

町債 　　3億1,352万円町債 　　3億1,352万円

地方交付税
　　　　  9億　930万円
地方交付税
　　　　  9億　930万円

諸収入　 1億　206万円諸収入　 1億　206万円

その他　 1億8,337万円その他　 1億8,337万円

町税　11億1,361万円町税　11億1,361万円

県支出金 1億5,150万円県支出金 1億5,150万円

町に入る見込みのお金町に入る見込みのお金町が使う見込みのお金町が使う見込みのお金

民生費 9億6,012万円民生費 9億6,012万円

総務費 5億6,943万円総務費 5億6,943万円

土木費 5億1,316万円土木費 5億1,316万円

教育費 3億7,912万円教育費 3億7,912万円

公債費 2億9,826万円公債費 2億9,826万円

衛生費 2億5,712万円衛生費 2億5,712万円

農林水産業費 7,663万円農林水産業費 7,663万円
消防費 2億  122万円消防費 2億  122万円

商工費 
5,885万円

議会費 　　
6,378万円

その他 
2,232万円

商工費 
5,885万円

議会費 　　
6,378万円

その他 
2,232万円
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福祉等の充実に （民生費） 11 万 3,154 円
計画推進のため （総務費） 6 万 7,110 円
土木工事などに （土木費） 6 万　478 円
学校教育等に （教育費） 4 万 4,680 円
借金の返済に （公債費） 3 万 5,151 円
町の衛生のため （衛生費） 3 万　302 円
町の消防のため （消防費） 2 万 3,714 円
農林水産振興に （農林水産業費） 9,031 円
議会のために （議会費） 7,516 円
商工振興のために （商工費） 6,936 円

内
藤
純
夫 

議
員

　

教
育
費
の
土
地
購
入
費
の
相
手

は
議
員
で
あ
り
、
自
分
の
利
益
の

た
め
に
、
議
会
で
賛
成
票
を
投
じ

る
こ
と
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
国
有
地
の
払
い
下
げ
や
豊
洲
の

買
い
上
げ
等
、
土
地
の
売
買
で
問
題

が
起
き
て
い
る
今
、
町
長
と
議
員
の

２
５
０
０
万
円
も
の
税
金
の
や
り
と

り
は
、
町
民
に
疑
念
を
抱
か
せ
ま
す
。

予
算
に
反
対
で
す

討論

宮
原
み
さ
子 

議
員

　

財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

で
す
が
、
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
町
と
し
て
、
地
方
創
生
総
合

戦
略
２
年
目
に
な
り
、
持
続
可
能
な

町
に
変
え
て
い
く
た
め
の
前
向
き
な

予
算
で
す
。 予

算
に
賛
成
で
す

討論

平成29年度予算は「事業の選択と集中」　賛成多数で可決

子育て世代包括支  援センターを新設
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携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
中
で
、
外
部

専
門
家
招し

ょ
う
へ
い聘
委
託
料
の
使
途
は
。
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す
。
平
成
28
年
度
の

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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。
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Ｗ
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台
、
各
分
団
に
５
台
配
備
し

ま
す
。

大
野
伸
恵 

議
員

　

ス
リ
ム
で
堅
実
な
予
算
。
町
民
の

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
弱
い
立
場

の
人
た
ち
へ
福
祉
の
分
配
が
行
き
渡

る
よ
う
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一般会計予算、数字で見ると
町民１人当たり40万707円

一般会計予算総額
過去 10 年の推移は

平成20年度
28.7 億

32.3 億 32.0 億 31.3 億

平成22 年度平成21 年度 平成23 年度（単位：万円）※金額は１万円未満 四捨五入で計算しているため、合計額が一致しないことがあります。

平成 29 年度予算に 関して、議員はココを聞きました（抜粋）

  歳 入  34億円  歳 出  34億円   歳 入  34億円  歳 出  34億円

依存
財源
55.5％

自主
財源
44.5％

その他 　　　5,941万円その他 　　　5,941万円
繰入金　　  8,843万円繰入金　　  8,843万円

繰越金　 1億4,800万円繰越金　 1億4,800万円

国庫支出金
　　　　 3億3,080万円
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　　　　 3億3,080万円

町債 　　3億1,352万円町債 　　3億1,352万円
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　　　　  9億　930万円
地方交付税
　　　　  9億　930万円

諸収入　 1億　206万円諸収入　 1億　206万円

その他　 1億8,337万円その他　 1億8,337万円

町税　11億1,361万円町税　11億1,361万円

県支出金 1億5,150万円県支出金 1億5,150万円

町に入る見込みのお金町に入る見込みのお金町が使う見込みのお金町が使う見込みのお金

民生費 9億6,012万円民生費 9億6,012万円

総務費 5億6,943万円総務費 5億6,943万円

土木費 5億1,316万円土木費 5億1,316万円

教育費 3億7,912万円教育費 3億7,912万円

公債費 2億9,826万円公債費 2億9,826万円

衛生費 2億5,712万円衛生費 2億5,712万円

農林水産業費 7,663万円農林水産業費 7,663万円
消防費 2億  122万円消防費 2億  122万円
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5,885万円
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6,378万円

その他 
2,232万円

商工費 
5,885万円
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その他 
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新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
、

通
勤
助
成
金
、
定
住
就
職
促

進
奨
励
金
、
創
業
資
金
借
入

利
子
補
給
金
な
ど
、
今
年
度

新
規
の
補
助
金
の
利
用
が
乏

し
い
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

チ
ラ
シ
の
配
布
等
、
周
知

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
１
年
目
で
あ
り
、
周
知
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
検

証
を
し
て
、
根
気
強
く
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
の

今
年
度
の
実
績
と
、
今
後
の
見

通
し
は
。

浄
化
槽
設
置
が
20
基
、
帰

属
１
基
と
予
定
数
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
業
者
が
多
忙
で
着
手

で
き
な
か
っ
た
の
も
原
因
で
す

が
、
来
年
度
目
標
設
定
ど
お
り

進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

応
募
状
況
は
。

12
月
に
２
名
受
け
入
れ
予

定
で
し
た
が
、
全
国
的
に
協
力

隊
員
が
手
薄
な
た
め
確
保
で
き

ず
、
４
月
か
ら
１
名
の
受
け
入

れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
確

保
を
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー

ス
と
い
う
会
社
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

平成28年度補正予算を可決
質疑をピックアップ

４月
8 日 あしがくぼ氷柱感謝祭 会費 3,000 円
16 日 小鹿野春まつり 会費 3,000 円
21 日 横瀬町老人クラブ連合会総会 会費 3,000 円
５月
12 日 横瀬町消防団歓送迎会 会費 7,000 円
17 日 鉱山保安式典 会費 3,000 円
22 日 和紙の里文化フェスティバル観光懇談会 会費 2,000 円
６月
7 日 秩父商工会議所懇親会 会費 5,000 円
21 日 横瀬町観光・産業振興協会懇親会 会費 3,000 円
７月
12 日 原水爆禁止国民平和大行進 賛助金 3,000 円
８月
7 日 横瀬町消防団ポンプ操法大会慰労会 会費 7,000 円
9 日 横瀬町観光ぶどう組合開園式 会費 3,000 円
14 日 秩父音頭まつり 会費 5,000 円
15 日 長瀞船玉まつり 会費 5,000 円
17 日 委員会視察手土産代 8,880 円
９月
3 日 髙橋信一郎氏旭日小綬章受賞祝賀会 会費 10,000 円
28 日 区長会懇親会 会費 4,000 円

合計で29件、13万1880円でした

1 ０月
9 日 龍勢観光祭 会費 2,000 円
11 日 県北地域町村議会議長懇談会 会費 7,000 円

1 １月
20 日 ちちぶ荒川新そばまつり 会費 2,000 円
27 日 横瀬町菊花展懇親会 会費 1,000 円

1 ２月
3 日 秩父夜祭観光祭・秩父祭ユネスコ登録記念祝賀会 会費 2,000 円
11 日 小鹿野鉄砲まつり 会費 2,000 円
12 日 年末救援統一募金 賛助金 3,000 円
16 日 横瀬町消防団役員忘年会 会費 7,000 円
１月
7 日 横瀬町消防団・横瀬町消防支援隊新年会 会費 7,000 円
12 日 町村議会議員視察研修会懇親会 会費 10,000 円
２月
6 日 横瀬町観光・産業振興協会新年会 会費 3,000 円
23 日 横瀬町消防団・横瀬町消防支援隊交流会 会費 6,000 円
３月
29 日 ちちぶ定住自立圏関係者懇親会 会費 5,000 円

 常任委員会のうごき
総務文教厚生常任委員会（２月 27 日）
①普通財産の現状と課題、通知カードの現状及び
　個人カードの現状と課題
②教育委員会自己点検・自己評価について
③横瀬中学生国際交流事業について
④教育委員会報告
※会議終了後、11・15・17区地内町有地を視察
産業建設常任委員会（２月 27 日）
①付託案件　陳情第３号　町道3009号線工事に
　　　　　　ついて審査、採択
②下水道事業経営戦略報告

 秩父広域市町村圏組合議会からの報告
（２月８日・秩父クリーンセンター）

平成29年度 一般会計予算、水道事業会計予算など
７議案を審議、すべて承認可決。

知ってほしい！  知らせたい！
議会活動あれこれ

公 開
します
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平成29年３月定例会
審議した議案とその結果

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

阿
左
美
健
司

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根
　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

町長提出議案

条
例
の
一
部
改
正
・
そ
の
他

横瀬町職員の自己啓発等休業に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改
正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一
部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

横瀬町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正 否決 × × × × ○ × × ○ ○ × ※ ○
・内藤議員より「財政的負担を考慮すると、報酬は上げるべきではない」、新井議員より「政務活動費もない中、抜本  
　的改善を望む」、阿左美議員より「現状の地域状況を考えると上げるべきではない」との反対討論がありました。
横瀬町長等の給与等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ※ ○
・大野議員より「特別職報酬審議会の答申を尊重する」との賛成討論がありました。
横瀬町職員の給与に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国際交流基金条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町税条例等の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国民健康保険税条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利
用者負担額等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

横瀬町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町介護保険条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の
一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町指定地域密着型サービス事業者の指定に関する事項
並びに指定地域型密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

横瀬町指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に関
する事項並びに指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

工事請負変更契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

平
成
28
年
度
補
正
予
算

横瀬町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町下水道特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町浄化槽設置管理事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

平
成
29
年
度 

予
算

横瀬町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町下水道特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町浄化槽設置管理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

人
事
横瀬町副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

陳
情町道3009号線工事について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

賛成…○　
反対…×

※印は議長。議事進行を行う議長は賛否の表明はしません。
　賛否同数の場合のみ議長裁決として賛否表明し、その場合は「裁」と記載します。
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No.114

　大
お お の

野伸
の ぶ え

恵議員が聞く！

もし……水道漏水料金が！

　阿
あ さ み

左美健
け ん じ

司議員が聞く！

学力向上と随意契約について

国
も
県
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

と
し
て
、
プ
ラ
チ
ナ
ル
ー
ト
化

を
進
め
て
い
る
。
圏
央
道
が

開
通
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
国
道

２
９
９
号
の
整
備
を
要
望
し
て
ほ

し
い
。
実
現
す
る
に
は
町
長
か
ら

強
い
要
望
を
繰
り
返
し
、
粘
り
強

く
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
。

町
長
　

国
道
２
９
９
号
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
成
田
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
が
公
式
見
解
で
は
秩
父

ま
で
最
大
20
分
短
縮
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
花
園
Ｉ
Ｃ
ル
ー
ト
な
の

で
、
鶴
ヶ
島
な
い
し
狭
山
日
高
か
ら

横
瀬
を
通
る
ル
ー
ト
だ
と
さ
ら
に
時

間
は
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
国
道
２
９
９
号
は
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
大
切
」
と
い

う
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。
整
備
の

必
要
性
を
対
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
を
一
生
懸
命
進
め
て
い
き
ま

す
。宮

地
横
瀬
線
道
路
構
想
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　

ま
ち
経
営
課
、
建

設
課
と
秩
父
市
市
長
室
、
地
域
整

備
部
職
員
と
会
議
を
２
回
ほ
ど
持

ち
ま
し
た
。
坂
氷
渋
滞
解
消
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

水
道
漏
水
時
に
20
万
円
余
の

請
求
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
広
域
に

な
り
、
減
免
方
式
が
住
民
に
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
。

振
興
課
長
　

個
人
の
漏
水
料

金
を
、
ど
の
程
度
水
道
利
用
者
全

体
で
負
担
す
る
の
か
、
県
内
の
水
道

企
業
を
参
考
に
し
た
減
免
措
置
で

す
。計

画
行
政
を
行
う
た
め
に
は
、

財
源
措
置
さ
れ
た
実
効
性
の
あ
る

実
施
計
画
の
作
成
が
必
要
だ
が
。

ま
ち
経
営
課
長
　

実
施
計
画

を
作
成
し
、
計
画
に
基
づ
く
事
業

実
施
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
は
こ
の

計
画
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
風
邪
な

ど
の
任
意
予
防
接
種
は
命
に
も
か

か
わ
る
問
題
。希
望
者
へ
の
助
成
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　

副
反
応

等
の
問
題
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

海
外
派
遣
事
業
は
、
義
務
教

育
の
中
で
チ
ャ
ン
ス
を
平
等
に
与

え
ら
れ
な
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
還
元
で

き
る
事
業
に
考
え
直
す
と
き
と
思

う
が
。教

育
次
長
　

希
望
者
も
多
く
、

事
業
効
果
も
高
い
の
で
現
状
で
実

施
し
、
国
内
交
流
事
業
も
拡
充
し

て
い
き
た
い
。

横
小
・
横
中
の
学
習
調
査
の

結
果
が
、
全
国
・
県
平
均
よ
り
横

小
で
７
〜
８
ポ
イ
ン
ト
、
横
中
で

３
〜
６
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
低
い

が
、
ど
う
考
え
る
か
。
学
力
向
上

の
取
り
組
み
と
部
活
動
の
負
担
は
。

教
育
長
　

結
果
は
大
変
重
く

受
け
と
め
て
い
ま
す
。
学
問
に
王
道

な
し
。
教
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、
高

め
あ
い
の
循
環
を
取
り
戻
し
、
学
習

意
欲
を
高
め
て
い
き
た
い
。
部
活
動

は
２
時
間
以
内
、
週
１
回
は
休
養
日

と
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

随
意
契
約
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
基
準
は
。

ま
ち
経
営
課
長
　

地
方
自
治

法
等
法
令
を
遵
守
し
、
公
正
・
公
平
、

経
済
性
の
確
保
、
透
明
性
に
努
め

契
約
者
を
選
定
。
決
裁
権
は
１
３

０
万
円
ま
で
課
長
、
１
５
０
万
円
ま

で
副
町
長
、
そ
れ
以
上
が
町
長
で
す
。

平
成
26
年
度
、
27
年
度
は
入

札
が
減
り
、
随
意
契
約
件
数
と
金

額
が
増
え
て
い
る
が
、
把
握
し
て

い
る
の
か
。

ま
ち
経
営
課
長
　

町
基
準
に

従
い
、
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
て

い
て
、
基
準
も
従
前
ど
お
り
で
す
。

町
と
県
の
違
い
は
。

副
町
長
　

町
に
は
な
い
が
、
県

で
は
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
考
え
方
は
基
本
的
に
同
じ

で
す
。

　黒
くろさわかつひさ

澤克久議員が聞く！

国道の整備を実現させるためには！

プラチナルート化…観光資源が集まる川越から秩父・長瀞に至るコー
スを「SAITAMA プラチナルート」と名づけ、海外からのツアー客
 を誘致。日帰りから宿泊を伴う観光客の拡大を図り、
　地域経済の活性化を目指すもの。
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みやはら
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町としての取り組みは？

　浅
あ さ み

見裕
やすひこ

彦議員が聞く！

住みよい横瀬町、福祉充実を！！

「
ほ
っ
と
ハ
グ
く
む
　

マ
マ
サ

ロ
ン
」
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
課
長
　

本
年
１

月
13
日
か
ら
児
童
館
内
で
毎
週
金

曜
日
に
助
産
師
２
名
に
よ
る
子
育

て
相
談
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

来
年
度
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
予
算
要
求
し
ま
し

た
が
、
今
後
の
状
況
等
を
踏
ま
え

て
助
産
師
の
報
酬
等
で
不
足
が
生

じ
た
場
合
は
、
補
正
予
算
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

秩
父
地
域
で
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　

地
域
に

根
差
し
た
産
前
産
後
ケ
ア
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
１
市
４
町
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

補
助
金

を
活
用
し
、
３
地
区
で
高
齢
者
サ
ロ

ン
を
運
営
し
て
い
る
が
、
今
後
は
７

地
区
に
１
ヵ
所
ず
つ
の
設
置
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
も
、
各
関
係

機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
導
入
す

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
に
つ
い
て
、
入
学
準

備
金
の
支
給
時
期
を
入
学
前
に
で

き
る
か
。

教
育
次
長
　

ほ
か
の
市
町
村
の

動
向
を
調
査
し
、
入
学
前
に
支
給

で
き
る
か
研
究
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
一
環
と

し
て
、
寝
具
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
を

取
り
入
れ
て
み
て
は
と
考
え
ま
す

が
、
町
の
対
応
は
ど
う
か
。
ま
た

買
い
物
支
援
策
の
充
実
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

住
民
の
要

望
、
他
の
地
域
の
実
情
を
調
査
し
て
、

推
進
で
き
る
事
業
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
買
い
物
支
援
策
は
、
地
域

公
共
交
通
政
策
と
も
連
携
し
、
関

係
機
関
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
対

す
る
町
へ
の
影
響
、
加
入
者
へ
の

負
担
増
と
な
ら
な
い
取
り
組
み
は
。

町
長
　

公
平
性
を
気
に
し
な
が

ら
、
急
激
な
変
化
の
な
い
よ
う
な
着

地
点
を
探
る
と
と
も
に
医
療
費
削

減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

氷
柱
実
績
を
芦
ヶ
久
保
の
活

性
化
に
ど
う
生
か
し
、支
援
す
る
か
。

振
興
課
長
　

農
業
法
人
等
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
設
立

支
援
、
補
助
事
業
の
支
援
な
ど
応

援
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問とは、議員が政策提言も含めて町政全般に
ついて質問するものです。この議会だよりでは、議員
本人が執筆（要約）したものを載せています。

６人の議員が登壇６名が町に問う
一 般 質 問

会議の “ ちから ”
　向

む か い

井芳
よしふみ

文議員が聞く！

23
区
担
当
相
談
窓
口
の
実
績

と
現
状
、
評
価
は
。

総
務
課
長
　

実
績
は
あ
い
さ
つ

回
り
な
ど
も
含
め
１
０
０
件
強
で
す
。

区
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
、
区
長
へ

の
広
報
配
送
を
区
別
の
担
当
者
が

行
う
等
、
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

各
区
の
情
報
収
集
が
図
れ
る
だ
け

で
な
く
、
担
当
者
は
若
手
で
あ
る
た

め
、
若
手
の
人
材
育
成
に
も
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
関
連
団
体
の
統

合
に
よ
る
効
率
化
と
支
援
充
実
に

つ
い
て
、
再
度
検
討
し
、
提
示
し

た
具
体
案
を
踏
ま
え
、
実
現
可
能

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

副
町
長
　

対
象
が
子
ど
も
に
限

ら
な
い
も
の
や
、
町
の
管
轄
で
は
な

い
も
の
も
あ
る
た
め
、
難
し
い
で
す
。

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援

等
、
す
べ
て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

が
連
携
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

あ
た
り
も
踏
ま
え
て
ど
う
か
。

町
長
　

連
携
は
大
切
で
す
。
同

時
に
多
様
性
や
小
さ
な
声
も
拾
い

や
す
い
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

具
体
案
ど
お
り
の
団
体
の
統
合
は

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
現
場

を
第
一
に
考
え
、
必
要
で
あ
る
こ
と

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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次の定例会は
６月上旬開会予定

条例改正・補正予算を中心に
審議します

『議会ナビ』をお読みいただき、まことにありが
とうございます。最近では、森友学園の問題を
はじめ、豊洲の問題など多くの案件がマスコミ
を騒がせていますが、悪を正すこととは別な、
足の引っ張り合いのような傾向を感じざるを得ま
せん。報道によって世論が形成されているの
が現実である現代において、真実をわかりや
すくお伝えすることの重要さをつくづく感じさせ
られます。このことを心に刻み、今後も
精進してまいりますので、引き続きのご
指導宜しくお願いいたします。（M・Y）

　　 表紙 “ クイズ de ぎかい ”
　　 こたえは

「議場映像音響システム」
このパソコンを使って、議会事務局の職員
が、カメラとマイクの操作をしています。そ
の映像と音声は庁舎１階フロアのテレビや、
３階の会議室で見ることができます。傍聴
にお越しの際は、こんなところにも注目して
みてくださいね。

編集を終えて

議員が
　歩いた！　話した！　感じた！

新たな発見　三菱マテリアル横瀬工場を見学
１月25日（水）、三菱マテリアル横瀬工場から見学会の案内があ

り、セラミック工場とセ
メント工場を視察。製
造工程や産業廃棄物受
入・処理状況等の説明
を聞きました。横瀬工場
で生産されたチップア
ンテナが電子部品で活
躍しているなど、新たな
発見もありました。

ロータリーキルンの前で説明を受ける

議場では、会議録作成用に発言を録音しています

樹木の管理等を学ぶ（栃木県足利市等視察）
３月17日（金）、（仮称）花
咲山公園整備事業に伴う
樹木の管理等を目的とし
て、あしかがフラワーパー
クとみかも山公園を視
察。藤の剪定状況、今を
彩るチューリップやパン
ジーなどの手入れ等を見
るとともに所長から説明
を受けてきました。樹齢 150 年の大藤の前で

（仮称）花咲山を共同で整備
２月２日(木)、（仮称）花
咲山の整備に対して、切
り倒された大木や、野積
みされている枝などを片
付け、植樹できるように
しようと、議会・農業委
員会・観光産業振興協会・
振興課などが共同して作
業を行いました。

植樹ができるように整備をしました




